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操作マニュアル（プラス） 第３章 既存棚割モデルの一括編集 

  

３－３ 複数の棚割モデルを組み合わせる 

 

 

複数の棚割モデルを呼び出し、任意の台だけを組み合わせて新しい棚割モデルを作成することができます。 

全台ごとや必要な台だけを選択しての組み合わせが可能です。 

 

1. ［棚割操作］－［一括編集］－［棚割モデル結合］をクリックします。 

2. ［棚割モデル選択］をクリックして、結合対象となる棚割モデルを選択します。 

3. 各棚割モデルの台数に応じてチェックボックスが表示されます。 

4. 各棚割モデルの結合したい台のチェックボックスを有効にします。 

5. ［棚割保存］を選択すると基本情報の設定画面が表示されます。 

各項目を入力して設定すると別の棚割モデルとして保存されます。 

 

⚫ 手順 5で［フェイシング］を選択すると結合結果の棚割編集画面が表示されます。 

結合結果の確認、陳列内容の変更後に［棚割操作］－［保存］より保存することも可能です。 

⚫ 実施モデルと提案モデルを結合させたい場合には手順 2で先に実施モデルを選択します。 

その後、続いて［棚割モデル選択］より提案モデルを選択することで種別の異なる棚割モデルを結合させることが可能です。 

（店舗棚割や外部棚割モデルを結合させる場合にも同様の作業ができます） 


